
16.相双丘陵 
2.東北地方 

 
 

地形・地質 

相双丘陵は，阿武隈山地の東部に，宮城県南部から福島県南部まで発達し，両地形

区の境界はほぼ双葉断層に一致します。この丘陵地は，ほぼ全域的に第三紀層(鮮新

世)と第四紀層で構成され，7 つの段丘と 1 つの河岸平野が発達しています。 

 

原町市周辺の層序・地形面および帯水層の関係 



地下水 

原町市の被圧帯水層は竜の口層の砂岩層と太田川沿いの沖積層下部層，不圧帯水

層は第 4，第 6 段丘構成層と沖積層上部層です。不圧地下水は標高の高い西方から

東方へ流下し、被圧地下水面は一部地域で大きく低下したスリバチ状を呈します。 

 

 
地下水面等高線図（上図：不圧地下水、下図：被圧地下水） 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

   http://www.jagh.jp/jp/g/activities/committee/research/gwdb.html（日本地下水学会） 

 


